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都
農
業
会
議
は
、
８
月
17
日
に

立
川
市
Ｊ
Ａ
東
京
第
１
ビ
ル
会
議

室
で
会
員
１
０
２
人
の
出
席
を
得

て
、
第
１
１
９
回
通
常
総
会
を
開

き
ま
し
た
。

　

青
山
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
東

京
都
農
林
水
産
部
藤
田
部
長
の
来

賓
挨
拶
後
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

第
１
号
議
案
で
は
、
若
林
政
夫

氏
の
退
任
に
伴
い
、
欠
員
と
な
っ

て
い
た
理
事
１
名
の
選
任
を
行

い
、
上
原
健
次
氏
（
東
京
都
農
業

信
用
基
金
協
会
副
会
長
）
に
決
定

し
ま
し
た
。

　

第
２
号
議
案
「
平
成
27
年
度
事

業
報
告
及
び
歳
入
・
歳
出
決
算
」

に
つ
い
て
は
、
事
業
報
告
・
決
算

書
に
て
説
明
後
、
杉
﨑
一
三
六
監

事
（
調
布
市
農
業
委
員
会
長
）
よ

り
監
査
結
果
を
報
告
、
審
議
後
承

認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
３
号
議
案
は
、
７
月
の
地
区

別
農
業
委
員
会
検
討
会
か
ら
積
み

上
げ
て
き
た
「
東
京
都
の
農
業
振

興
・
農
地
保
全
施
策
に
関
す
る
意

見
（
案
）
」
（
２
面
に
全
文
）
を
審

議
し
、
東
京
都
に
提
出
す
る
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。

東
京
都
の
農
業
振
興
、
農
地
保
全
施
策
に
関
す
る
意
見
な
ど
決
定

第
１
１
９
回
東
京
都
農
業
会
議
通
常
総
会

　

都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
と
都

農
業
会
議
は
、
都
消
費
者
月
間

実
行
委
員
会
と
共
催
で
農
業
者

と
消
費
者
向
け
に
「
食
と
農
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
時
＝
平
成
28
年
12
月
９
日

（
金
）、
午
後
２
時
よ
り

　

会
場
＝
中
野
区
・
中
野
サ
ン

プ
ラ
ザ
13
階
コ
ス
モ
ル
ー
ム

　

主
な
内
容
＝
①
小
谷
あ
ゆ
み

さ
ん
（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

の
講
演
「
よ
ろ
こ
び
と
感
動
を

東
京
の
農
業
か
ら
」
②
農
業
者

と
消
費
者
の
意
見
交
換
会

「
食
と
農
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
き
ま
す

挨拶を述べる青山会長

　

農
業
に
関
す
る
挨
拶
や
文

章
で
「
農
業
を
と
り
ま
く
厳
し

い
環
境
は
・
・
」「
少
子
高
齢

化
と
担
い
手
不
足
・
・
」「
農

産
物
価
格
が
安
く
・
・
・
」
な

ど
と
、
ま
さ
に
“
枕
詞
”
で
あ

る
◆
長
雨
や
雪
・
台
風
な
ど

で
野
菜
の
値
段
が
少
し
上
が

る
と
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
は

「
野
菜
が
高
騰
！
」
キ
ャ
ベ
ツ

１
個
や
ダ
イ
コ
ン
１
本
が
２
、

３
０
０
円
に
な
る
と
ニ
ュ
ー
ス

に
な
る
◆
生
産
者
直
納
の
最
も

新
鮮
な
野
菜
が
、
最
も
安
価
。

鮮
度
は
価
値
が
な
い
の
か
、
価

格
に
反
映
で
き
な
い
の
か
◆

「
厳
し
い
農
業
環
境
と
担
い
手

不
足
」
の
解
決
に
は
「
安
い
価

格
」
を
克
服
し
て
農
業
収
入
を

高
め
る
こ
と
◆
収
入
増
が
な
く

コ
ス
ト
低
減
ば
か
り
で
は
、
身

も
心
も
疲
弊
し
そ
う
だ
◆
東
京

の
農
業
者
の
生
産
へ
の
こ
だ
わ

り
や
熱
意
、
畑
の
あ
る
風
情
、

な
に
よ
り
鮮
度
を
“
隠
し
味
”

と
し
て
、
も
う
ち
ょ
っ
と
値
段

を
上
げ
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
◆

北
風
よ
り
も
太
陽
だ
。
青
年
農

業
者
も
増
え
、
農
業
の
枕
詞
も

変
わ
る
こ
と
を
祈
念
し
た
い
。

あ　

ぜ　

み　

ち

　

都
農
業
会
議
は
、

９
月
29
日
に
農
業

委
員
会
農
地
部
会

長
研
究
集
会
を
武

蔵
野
市
に
て
開
き
、

各
区
市
町
村
農
業

委
員
会
の
建
議
に
よ
り
、
生
産

緑
地
の
指
定
基
準
が
平
成
26
年

に
改
正
さ
れ
、
「
過
去
に
買
取
申

出
が
あ
り
行
為
制
限
が
解
除
さ

れ
た
農
地
」
に
つ
い
て
も
追
加

指
定
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
地
研
究
と
し
て
、
買
取
申

出
が
出
さ
れ
た
生
産
緑
地
を
武

蔵
野
市
で
買
取
り
農
業
公
園
と

し
た
「
武
蔵
野
農
業
ふ
れ
あ
い

公
園
」
を
見
学
し
、
市
の
担
当

者
か
ら
市
民
向
け
の
農
業
体
験

の
事
業
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
市
内
の
若
手
農
業
者

で
あ
る
櫻
井
敏
史
さ
ん
の
農
業
経

営
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

櫻
井
さ
ん
は
「
わ
が
家
で
代
々

守
っ
て
き
た
農
地
で
、
自
分
も
農

業
を
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
　

委
員
会
か
ら
農
地
部
会
長
や
職

員
な
ど
約
50
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

研
究
会
は
、
吉
祥
寺
第
一
ホ

テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
、
最
初
に

都
農
業
会
議
か
ら
農
地
制
度
と

課
税
を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ
い
て

説
明
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
武
蔵
野
市
農
業
委
員

会
事
務
局
の
高
島
淳
子
主
任
か

ら
、
武
蔵
野
市
に
お
け
る
生
産

緑
地
の
追
加
指
定
へ
の
取
り
組

み
と
農
地
利
用
状
況
調
査
へ
の

対
応
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

武
蔵
野
市
で
は
、
同
市
農
業

武
蔵
野
市
で
農
業
公
園
、
若
手
農
業
者
を
視
察

農
業
委
員
会
農
地
部
会
長
研
究
集
会武蔵野市の櫻井さんの農場を視察

東
京
都
農
業
会
議
情
報

立
川
市
柴
崎
町
３
―
５
―
24

Ｔ
Ｅ
Ｌ   

０
４
２
―
５
２
５
―
０
７
８
０

編
集
及
び
発
行　

東
京
都
農
業
会
議

第
３
５
４
号　

平
成
28
年
９
月
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第
５
回
常
設
審
議
委
員
会

　

平
成
28
年
９
月
17
日
に
Ｊ
Ａ

東
京
第
１
ビ
ル
会
議
室
で
開
催

し
、
状
況
は
次
の
と
お
り
。

報
告

　

①
７
月
19
日
～
８
月
17
日

の
都
農
業
会
議
主
要
業
務
お

よ
び
今
後
の
会
議
な
ど
の
開

催
計
画
を
説
明
。
②
７
月
の

転
用
許
可
状
況
を
東
京
都
が

報
告
。

第
６
回
常
設
審
議
委
員
会

 
 

平
成
28
年
９
月
16
日
に
武
蔵

野
ス
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
会
議
室
で

開
催
し
、
状
況
は
次
の
と
お
り
。

報
告

　

①
８
月
17
日
～
９
月
15
日
の

農
業
会
議
主
要
業
務
お
よ
び
今

後
の
会
議
な
ど
の
開
催
計
画
を

説
明
。
②
８
月
の
転
用
許
可
状

況
を
東
京
都
が
報
告
。

協
議

　

①
農
業
委
員
会
活
動
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
要
領(

案)

に
つ
い
て
協
議
し
、
11
月
29

日(

火)

に
府
中
市
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。
今
年
度
は
、

都
市
の
農
業
・
農
地
を
巡
る

情
勢
等
を
把
握
し
、
農
業
委

員
会
活
動
の
積
極
的
な
推
進

に
資
す
る
た
め
、
情
勢
報
告

を
主
と
す
る
内
容
と
し
、
多

数
の
参
加
を
お
願
い
す
る
こ

と
と
し
た
。

　

②
改
正
農
業
委
員
会
法
へ

の
対
応
と
し
て
、
農
水
省
課

長
通
知
の
内
容
お
よ
び
新
制

度
の
状
況
を
説
明
し
た
。

　

③
今
年
度
か
ら
実
施
す
る

指
導
農
業
士
制
度
を
進
め
る

た
め
、
あ
ら
た
め
て
制
度
の

趣
旨
と
指
導
農
業
士
の
役
割
、

農
業
委
員
会
の
対
応
、
農
業

体
験
研
修
の
概
要
な
ど
を
説

明
し
た
。
指
導
農
業
士
認
定

に
あ
た
り
、
農
業
委
員
会
長

の
推
薦
が
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
今
後
の
日
程
を
踏
ま
え

制
度
の
周
知
を
図
る
と
と
も

に
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と

と
し
た
。

　

④
当
面
の
農
政
問
題
で
は
、

平
成
28
年
度
第
２
次
農
林
水

産
関
係
補
正
予
算
の
概
要
、

平
成
29
年
度
農
林
水
産
関
係

予
算
概
算
要
求
の
重
点
事
項

（
農
業
委
員
会
交
付
金
ほ
か
）

お
よ
び
農
林
水
産
省
所
管
の

平
成
29
年
度
税
制
改
正
要
望

の
概
要
な
ど
（
新
た
な
都
市

農
業
振
興
制
度
の
構
築
に
伴

う
相
続
税
・
固
定
資
産
税
の

所
要
）
等
を
説
明
し
た
。

常

設

審

議

委

員

会

だ

よ

り

の
解
消
と
発
生
防
止
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
新
規
就
農
者

を
含
む
意
欲
あ
る
担
い
手
の
確
保

に
向
け
た
施
策
を
積
極
的
に
講
じ

る
こ
と
。

（
２
）
経
営
確
立
に
向
け
た
支
援

　

農
業
振
興
地
域
は
重
点
的
に

農
業
を
振
興
す
べ
き
地
域
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
生
産
性
の
向
上

に
向
け
た
基
盤
整
備
や
、
農
業

の
高
付
加
価
値
化
を
実
現
す
る

た
め
の
施
策
な
ど
経
営
確
立
に

向
け
た
都
独
自
の
支
援
策
を
確

立
す
る
こ
と
。

（
３
）
遊
休
農
地
解
消
に
向
け
た

支
援

　

予
算
が
拡
充
さ
れ
た
ス
ト
ッ
プ

遊
休
農
地
再
生
事
業
に
つ
い
て
、

一
層
の
遊
休
農
地
解
消
に
結
び
つ

く
よ
う
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え

た
運
用
を
行
う
こ
と
。

（
４
）
有
害
鳥
獣
対
策
の
強
化

　

耕
作
放
棄
地
発
生
の
一
つ
の
要

因
と
も
な
っ
て
い
る
有
害
鳥
獣
等

の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
駆
除

等
の
対
策
を
強
化
す
る
こ
と
。

（
５
）
島
し
ょ
農
業
振
興
施
策
の

拡
充

　

島
し
ょ
農
業
の
基
盤
整
備
や

担
い
手
確
保
、
農
産
物
の
販
売

促
進
、
試
験
研
究
、
コ
ス
ト
低

減
な
ど
の
取
組
に
対
し
支
援
を

拡
充
す
る
こ
と
。

　

８
月
17
日
開
催
の
第
１
１
９
回

東
京
都
農
業
会
議
通
常
総
会
で
決

定
さ
れ
た
「
東
京
都
の
農
業
振
興
・

農
地
保
全
施
策
に
関
す
る
意
見
」

の
要
旨
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　

農
業
委
員
会
法
第
53
条
に
基
づ

き
、
従
来
の
建
議
に
替
え
て
規
定

さ
れ
た
意
見
と
し
て
都
に
提
出
し

ま
し
た
。

（
前
文
の
要
旨
）

　

現
行
の
制
度
や
施
策
の
も
と
で

は
農
地
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か

ら
ず
農
業
生
産
の
規
模
が
縮
小
し

続
け
て
い
る
。

　

緑
が
あ
り
災
害
に
も
強
い
「
農

業
の
あ
る
東
京
」
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、
農
業
・
農
地
を
次
世
代

に
受
け
継
ぐ
た
め
の
都
独
自
の
施

策
が
必
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
都
は
改
定
す
る
農
業
振

興
プ
ラ
ン
に
左
記
事
項
を
盛
り
込

み
、
農
業
振
興
と
農
地
保
全
に
積

極
的
に
取
り
組
む
こ
と
。

（
本
文
の
要
旨
）

１
．
都
市
農
地
の
保
全
と
担
い
手

の
育
成

（
１
）
都
市
農
業
の
担
い
手
の
確

保
・
育
成

　

国
が
都
市
農
地
の
貸
借
を
進

め
る
新
た
な
制
度
を
設
け
た
と

し
て
も
、
都
市
農
業
の
担
い
手

の
基
本
は
家
族
経
営
の
農
業
者

と
し
、
特
に
農
業
後
継
者
の
確

保
と
育
成
に
施
策
の
重
点
を
置

く
こ
と
。

（
２
）
生
産
緑
地
買
い
取
り
の
た

め
の
基
金
の
創
設

　

生
産
緑
地
の
減
少
を
食
い
止

め
る
た
め
、
法
の
原
則
に
立
ち

返
り
、
買
い
取
り
申
し
出
が
さ

れ
た
生
産
緑
地
を
区
市
町
村
が

買
い
取
る
た
め
の
安
定
的
な
財

源
と
し
て
「
都
市
農
地
保
全
基

金
」（
仮
称
）
を
創
設
す
る
こ
と
。

（
３
）
国
へ
要
望
す
べ
き
こ
と

　

①
都
市
農
地
の
貸
借
を
可
能

に
す
る
新
た
な
制
度
を
構
築
す

る
際
に
は
、
制
度
の
原
則
は
担

い
手
に
よ
る
農
地
所
有
に
置
き
、

均
分
相
続
に
よ
る
農
地
の
分
散

に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
。

　

②
営
農
困
難
時
貸
付
け
の
特

例
に
つ
い
て
は
都
市
地
域
の
農

業
者
が
よ
り
活
用
し
や
す
い
制

度
に
改
正
す
る
こ
と
。

２
．
農
業
振
興
地
域
な
ら
び
に
島

し
ょ
地
域
に
お
け
る
担
い
手
の
確

保
と
支
援

（
１
）
遊
休
農
地
の
解
消
と
担
い

手
の
確
保

　

農
業
振
興
地
域
で
は
遊
休
農
地

東
京
都
の
農
業
振
興
・
農
地
保
全
施
策
に
関
す
る
意
見
要
旨
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都
農
業
会
議
は
、
東
京
都
の

委
託
を
受
け
、
平
成
26
年
産
の

東
京
都
農
作
物
生
産
状
況
調
査

を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

本
調
査
の
実
施
に
あ
た
り
ま

し
て
は
、
調
査
対
象
者
各
位
は

も
と
よ
り
、
農
業
委
員
会
を
は

じ
め
区
市
町
村
、
Ｊ
Ａ
、
関
係

機
関
よ
り
多
大
な
る
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
あ
ら

た
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
調
査
は
、
平
成
19

年
産
以
降
、
毎
年
、
実
施
す
る

も
の
で
す
。

　

本
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、

本
調
査
の
実
施
に
つ
き
ま
し
て

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
、
あ

ら
た
め
て
、
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

こ
こ
で
、
調
査
結
果
の
概
要

な
ど
を
報
告
し
ま
す
。

【
調
査
名
】

　

東
京
都
農
作
物
生
産
状
況
調

査
（
平
成
26
年
産
）

【
調
査
対
象
期
間
】

　

平
成
26
年
１
月
～
12
月

【
調
査
対
象
区
市
町
村
】

　

49
区
市
町
村

（
農
地
の
あ
る
都
内
区
市
町
村 

※
北
区
を
除
く
）

【
調
査
対
象
者
】

　

農
業
経
営
面
積
10
ア
ー
ル
以

上
の
農
家
。

【
対
象
作
物
】

　

野
菜
・
花
き
・
果
樹
・
穀
類
・

工
芸
作
物
・
植
木
・
グ
ラ
ン
ド

カ
バ
ー

【
調
査
項
目
】

　

作
付
面
積
、
出
荷
量
（
花
き

な
ど
）
、
生
産
本
数
（
植
木
）
な

ど【
調
査
状
況
】

 
① 
調
査
対
象
者

　

１
万
４
千
３
６
８
戸

 

② 

調
査
回
収

　

９
千
８
７
６
戸
（
回
収
率
約

68
・
７
％
）

 

③ 

有
効
回
答

　

９
千
３
８
８
（
有
効
回
答
率

約
95
・
１
％
）

【
調
査
結
果
概
要
】

　

東
京
都
全
体
・
地
区
別
・
区

市
町
村
ご
と

 

① 

農
業
産
出
額
＝
４
ペ
ー
ジ

に
掲
載

 

② 

農
業
産
出
額
順
位
（
野
菜
・

果
樹
・
花
き
・
工
芸
作
物
の
み

対
象
）
＝
４
ペ
ー
ジ
に
掲
載

 

③ 

作
付
の
べ
面
積
＝
５
ペ
ー

ジ
に
掲
載

 

④ 

平
成
21
年
産
～
平
成
26
年

産
の
東
京
都
の
農
業
産
出
額
順

位
上
位
５
品
目
お
よ
び
構
成
比

＝
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載

東
京
都
農
作
物
生
産
状
況
調
査
結
果
概
要
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農
産
物
の
積
極
的
な
活
用
や
、
鳥

獣
害
対
策
の
確
立
な
ど
に
つ
い
て

要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

都
の
藤
田
農
林
水
産
部
長
は

「
農
業
振
興
プ
ラ
ン
の
策
定
に
は
、

皆
さ
ん
の
意
見
を
参
考
に
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
（
眞
利

子
伊
知
郎
会
長
）
は
８
月
24
日
、

都
に
対
す
る
要
請
を
行
い
ま
し

た
。

　

区
市
の
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ
会

長
な
ど
役
員
ら
が
都
庁
を
訪
問

し
、
藤
田
農
林
水
産
部
長
に
「
東

京
農
業
の
確
立
に
関
す
る
要
望
」

を
手
渡
し
て
実
現
を
要
請
し
ま
し

た
。

　

こ
の
要
望
は
６
月
の
通
常
総
会

に
お
い
て
決
定
し
た
も
の
で
、
認

定
農
業
者
に
対
す
る
支
援
の
強
化

や
農
業
後
継
者
の
確
保
、
補
助
事

業
の
拡
充
、
都
市
農
地
の
保
全
、

都
民
の
期
待
に
応
え
る
東
京
農
業

の
確
立
な
ど
を
求
め
る
内
容
で

す
。

　

要
望
の
内
容
を
説
明
し
た
後
、

都
農
林
水
産
部
の
幹
部
ら
と
都
市

農
業
を
め
ぐ
る
課
題
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
役
員
か
ら
は
、
東
京
で

開
催
さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
都
内
産

東
京
都
へ
「
要
望
」
の
実
現
を
要
請

東
京
都
農
業
経
営
者
ク
ラ
ブ

都の農業振興に関して活発な意見交換が　
された

東
京
都
指
導
農
業
士
制
度
の
創
設
と

農
業
委
員
会
の
か
か
わ
り

　

東
京
都
で
は
、
都
内
で
新
た
に

就
農
を
希
望
す
る
方
や
こ
れ
か
ら

本
格
的
に
農
業
に
就
農
す
る
農
業

後
継
者
を
育
成
し
、
地
域
農
業
の

更
な
る
振
興
を
図
っ
て
い
く
た

め
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
の
担
い
手

の
育
成
や
指
導
に
取
り
組
む
先
進

的
な
農
業
者
を
「
指
導
農
業
士
」

と
し
て
知
事
が
認
定
す
る
制
度
を

創
設
し
ま
し
た
。

指
導
農
業
士
と
は

　

東
京
都
指
導
農
業
士
は
、
農
業

技
術
や
経
営
管
理
能
力
に
優
れ
た

都
内
の
農
業
者
の
方
に
、
指
導
農

業
士
に
な
っ
て
も
ら
い
、
農
業
の

担
い
手
に
対
す
る
指
導
活
動
な
ど

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
力
強
い
東

京
農
業
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

指
導
農
業
士
の
役
割
と
し
て

は
、
担
い
手
の
育
成
指
導
の
ほ
か
、

東
京
農
業
の
振
興
に
関
す
る
活
動

や
女
性
農
業
者
お
よ
び
青
年
農
業

者
が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
の

推
進
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

指
導
農
業
士
の
任
期
に
つ
い
て

は
、
特
に
定
め
て
お
り
ま
せ
ん
。

地
域
の
農
業
振
興
に
長
く
ご
活
躍

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

指
導
農
業
士
の
認
定
に
あ
た
っ
て

　

指
導
農
業
士
の
認
定
に
は
、
農

業
技
術
や
経
営
管
理
能
力
に
優
れ

た
都
内
の
農
業
者
の
方
か
ら
、
地

元
の
農
業
委
員
会
へ
認
定
申
請
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。
申
請
を
受
け
付
け
た
農

業
委
員
会
は
、
認
定
要
件
を
満
た

す
農
業
者
の
方
を
推
薦
し
、
東
京

都
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
に
は
、
地
元
で
の

指
導
農
業
者
の
制
度
の
ご
紹
介
や

推
薦
に
あ
た
っ
て
の
手
続
き
な
ど

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
と

ご
相
談
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
指
導
農
業
士
に
な
る
た

め
の
要
件
と
し
て
は
、
次
の
事
項

が
あ
り
ま
す
。
①
都
内
に
在
住
し
、

都
内
で
農
業
に
従
事
し
て
い
る
こ

と
。
②
農
業
技
術
や
経
営
管
理
能

力
に
優
れ
て
い
る
経
営
者
ま
た
は

経
営
に
積
極
的
に
参
画
し
、
責
任

を
分
担
し
て
い
る
人
で
あ
る
こ
と
。

③
認
定
農
業
者
ま
た
は
そ
れ
と
同

等
と
認
め
ら
れ
る
農
業
者
で
あ
る

こ
と
。
④
東
京
農
業
の
担
い
手
の

育
成
に
理
解
と
熱
意
が
あ
り
、
積

極
的
な
指
導
が
で
き
る
こ
と
。
⑤

農
業
体
験
研
修
ま
た
は
農
業
技
術

研
修
の
受
け
入
れ
が
可
能
で
あ
る

こ
と
。
⑥
女
性
農
業
者
や
青
年
農

業
者
が
活
躍
で
き
る
環
境
整
備
を

自
ら
実
践
し
て
い
る
こ
と
。

終
わ
り
に

　

28
年
度
は
、
東
京
都
指
導
農
業

士
制
度
の
初
年
度
と
な
り
ま
す

が
、
今
後
も
毎
年
度
継
続
し
て
指

導
農
業
士
を
認
定
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
今
年
度
は
、
手
続
き
の
期

間
が
非
常
に
短
く
な
り
ま
す
。
農

業
委
員
会
の
皆
さ
ま
に
は
事
務
的

に
も
ご
負
担
を
か
け
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
東
京
農
業
の
さ
ら
な
る
振

興
を
図
っ
て
い
く
た
め
の
新
た
な

制
度
と
し
て
定
着
さ
せ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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東
京
都
農
業
委
員
会
職
員
研
究

会
（
篠
崎
道
明
会
長
）
は
、
８
月

26
日
に
Ｊ
Ａ
東
京
第
1
ビ
ル
に

て
、
全
体
研
究
集
会
を
開
き
ま
し

た
。

　

は
じ
め
に
、
第
42
回
永
年
勤
続

表
彰
を
行
い
、
会
員
15
名
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
弁
護
士
の
本
木
賢

太
朗
氏
に
よ
る
「
農
業
委
員
会
職

員
の
た
め
の
法
知
識
」
と
題
し
た

記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
者
は
左
記
の
15
名
で
す
。

　

小
黒
新
也
（
世
田
谷
区
）
▼
三

好
孝
宏
（
練
馬
区
）
▼
市
川
和
雄

（
江
戸
川
区
）
▼
彦
田
義
敬
（
江

　

東
京
都
農
林
・
漁
業
振
興
対
策

審
議
会(

会
長
：
横
張
東
大
教

授
）
は
、
８
月
23
日
、
「
都
市
と

共
存
し
、
都
民
生
活
に
貢
献
す
る

力
強
い
東
京
農
業
の
新
た
な
展

開
」
の
答
申
を
中
西
東
京
都
副
知

事
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

出
席
し
た
都
農
業
会
議
の
青
山

会
長
は
、
▼
国
の
事
業
の
基
準
が

東
京
都
の
現
状
に
合
わ
な
い
場
合

は
積
極
的
な
独
自
支
援
を
願
う
。

▼
東
京
で
は
農
業
経
営
の
法
人
化

に
よ
る
大
規
模
化
は
な
じ
ま
な

い
。
将
来
的
に
も
家
族
経
営
が
中

心
で
あ
る
。
▼
消
費
地
が
近
い
と

い
う
有
利
な
点
が
あ
る
反
面
、
税

が
高
い
、
労
賃
も
高
い
、
生
産
環

境
も
厳
し
い
と
い
う
不
利
な
点
も

多
い
な
か
で
東
京
都
独
自
施
策
を

講
じ
ら
れ
た
い
。
▼
農
地
の
貸
借

は
必
要
だ
が
、
均
分
相
続
を
助
長

す
る
よ
う
で
は
い
か
が
な
も
の

か
。
農
業
の
担
い
手
が
相
続
す
る

必
要
が
あ
る
。
そ
う
い
う
政
策
を

講
じ
ら
れ
た
い
。
▼
新
た
な
宅
地

需
要
が
な
く
な
っ
た
状
況
の
な
か

で
は
、
新
た
に
農
地
を
増
や
す
政

策
が
必
要
で
あ
る
。
▼
島
し
ょ
地

区
や
西
多
摩
等
の
農
振
地
域
に
対

す
る
都
独
自
施
策
が
必
要
で
あ

る
。
▼
農
業
政
策
分
野
以
外
の
東

京
都
の
施
策
を
農
業
へ
取
り
込
め表彰を受ける調布市の福島美雪さん

戸
川
区
）
▼
岩
浪
正
明
（
福
生
市
）

▼
諏
訪
和
男
、
竹
本
真
理
（
町
田

市
）
▼
持
田
広
実
、
樹
所
玉
枝
（
多

摩
市
）
▼
高
田
量
範
（
府
中
市
）

▼
福
島
美
雪
（
調
布
市
）
▼
島
田

泰
吉
（
小
金
井
市
）
▼
新
井
智
美

（
新
島
村
）
▼
長
谷
川
亘
（
三
宅
村
）

▼
徳
山
隆
思
（
御
蔵
島
村
）
（
敬

称
略
）

永
年
勤
続
表
彰
講
演
会
開
く

東
京
都
農
業
委
員
会
職
員
研
究
会
が
全
体
研
究
集
会
開
く

東
京
都
農
業
振
興
プ
ラ
ン
に
向
け
、
力
強
い
東
京
農
業

の
新
た
な
展
開
に
関
す
る
答
申
を
副
都
知
事
に
手
渡
す

　

東
京
都
農
業
委
員
会
職
員
研
究

会
（
篠
崎
道
明
会
長
）
は
、
こ
の

ほ
ど
、
農
業
委
員
会
職
員
現
地
研

究
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

こ
の
研
究
会
は
、
神
奈
川
県
農

業
委
員
会
事
務
研
究
会
（
佐
藤
清

隆
会
長
）
と
毎
年
共
催
で
開
い
て

い
る
も
の
で
、
今
回
は
神
奈
川
県

相
模
原
市
で
開
き
ま
し
た
。

　

研
究
会
で
は
、
相
模
原
市
農
業

委
員
会
の
活
動
や
Ｊ
Ａ
相
模
原
市

が
取
り
組
む
農
地
利
用
集
積
円
滑

化
事
業
な
ど
に
つ
い
て
研
究
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
（
株
）
グ
リ
ー

ン
ピ
ア
相
模
原
の
農
業
体
験
施
設

「
モ
ナ
の
丘
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

る
よ
う
に
願
い
た
い
な
ど
の
意
見

を
述
べ
ま
し
た
。

　

答
申
を
受
け
、
東
京
農
業
振
興

プ
ラ
ン
が
、
平
成
29
年
春
に
策
定

さ
れ
る
予
定
で
す
。

10
月
～
11
月
の
日
程

10
・
13 

㈭ 

経
営
部
会
長
研
究
集
会

10
・
13 

㈭ 

～
10
・
14 

㈮

　
　
　
　

 

東
日
本
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　
　

 

農
委
会
職
員
現
地
研
究

10
・
17 

㈪ 

常
設
審
議
委
員
会

10
・
27 

㈭ 

～
10
・
28 

㈮

　
　
　
　

 

会
長
現
地
研
究
会

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
京
都
府
京
都
市
）

11
・
14 

㈪ 

監
査
会

11
・
15 

㈫ 

事
業
推
進
協
議
会

　
　
　
　

 

常
設
審
議
委
員
会

11
・
24 

㈭ 

農
業
者
年
金
制
度
研
究
会

11
・
25 

㈮ 

島
し
ょ
職
員
検
討
会

11
・
29 

㈫ 

農
委
活
動
フ
ォ
ー
ラ
ム

11
・
30 

㈬ 

西
多
摩
職
員
検
討
会

東
京
都
と
神
奈
川
県
の
農
業
委
員
会
の
職
員
が

相
模
原
市
の
農
委
活
動
な
ど
を
研
究

農
業
委
員
会
職
員
現
地
研
究
会
開
くモナの丘で黒ニンニクの工場を見学

　

大
島
町
、
八
丈
町
で
は
、
定
住

し
て
農
業
を
し
た
い
人
を
研
修
生

と
し
て
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

両
町
は
、
高
齢
化
な
ど
に
よ
る

農
家
数
の
減
少
を
解
消
し
担
い
手

の
確
保
、
島
内
農
作
物
の
栽
培
技

術
の
継
承
を
図
る
た
め
、
大
島
町

は
平
成
27
年
度
か
ら
「
大
島
町
新

規
就
農
者
支
援
研
修
事
業
」
を
、

八
丈
町
は
平
成
20
年
度
か
ら
「
八

丈
町
農
業
担
い
手
育
成
研
修
セ
ン

タ
ー
事
業
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

研
修
期
間
は
２
年
間
で
、
島
内

の
基
幹
農
作
物
の
栽
培
実
習
を
主

と
し
、
よ
り
実
践
的
な
知
識
・
経

験
を
取
得
す
る
こ
と
の
で
き
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
規
就
農
に
向
け
農
業
研
修
生
を
募
集大

島
町
・
八
丈
町真剣に農業に取り組む研修生


